
令和５年度　第１回島田市地域密着型サービス運営委員会　会議要録

●　開催日時：令和５年９月28日（木）午後３時00分～午後３時50分

●　開催場所：島田市保健福祉センター予防・健診室（島田市中河町283番地の１）

●　出席者【委員】
　　・静岡福祉大学　　　　　　　　　　　　渡邊　英勝（委員長）
　　・島田市自治会連合会　　　　　　　　　永井　潤（副委員長）
・島田市民生委員・児童委員協議会　　　長野  恭子
　　　　　　　　　　　　・特別養護老人ホーム　みどりの園　　　枝村　一臣
・介護老人保健施設　アポロン　　　　　岩本　雄士
・デイサービスセンターくぼた　　　　　久保田　文雄
・ケアマネットしまだ　　　　　　　　　鈴木　紗千子
・島田市介護認定審査会委員　　　　　　三内　弘美
・島田市老人クラブ連合会　　　　　　　酒井　弘
・第８期介護保険事業計画等策定委員　　寺川　百合子
【事務局】
　　　　　　　　　　　　・長寿介護課長　　　　　　　　　　　　中山　和彦
　　　　　　　　　　　　・長寿介護課認定指導係長　　　　　　　新間　明美
　　　　　　　　　　　　・長寿介護課主事　　　　　　　　　　　対馬　安由佳
１　開会
２　島田市長寿介護課長挨拶
３　委員の紹介
４　副委員長の互選
　　　副委員長は島田市自治会連合会の永井委員に決定
５　議事：事業所の新規指定について　　
（1） からふる島田駅前（地域密着型通所介護）の新規指定について
・対馬主事から「指定申請書」の内容を説明
・事業者の説明
　　＜企業理念＞

①ホスピタリティ②謙虚心③向上心
1 ホスピタリティの理念を重きに置き、おもてなしの心を忘れず利用者様にサービスを提供している。
「職場とは思わず、利用者様がご利用しやすい施設であるように」ということを常に念頭に置き、お手伝いをさせていただいている。
2 謙虚心を忘れず仕事に励んでいる。利用者様に対してはもちろんのこと、利用者様のご家族や関わる多くの方々に対して、謙虚な姿勢で対応することを心掛けている。
3 向上心を持つことを忘れない。何事に対しても自らの意思、意欲を持ち挑戦したり、新しいことに挑む環境を整えている。結果として、職員同士で切磋琢磨できる環境ができている。
＜通所介護から地域密着型通所介護への移行＞

藤枝市で通所介護事業所を開業し、島田市で２店舗目となる。島田市での通所介護事業所である「レッツ倶楽部島田駅前」は、開業し７年目を迎えた。
開設当初は利用者様の定員25名に対し、24名利用（半日ずつ）。職員も利用者様も活気あふれる施設であったが、徐々に利用者様の人数が減少し、現在は最盛期より３分の１の人数までになってしまった。

利用人数の減少に伴い、施設の運営も厳しい状況となった。ただ、そのような状況でも利用者様から「施設に通うことが楽しみである」との声や、「昔からあって当然の場所で、身体を動かせる環境が失われてしまうのは寂しい」等、この施設を生きがいにされている利用者様がいらっしゃることから、今後の運営としては通所介護事業所から地域密着型通所介護に移行し、これまで通り半日型デイサービスを存続させることで、より利用者様に寄り添い、地域に寄り添う施設へと移行していく。
＜特色＞

機能訓練に特化した施設であるということ。６種のマシントレーニングがあり、６種のマシンを実施すれば全身をまんべんなくトレーニングでき、身体機能の維持向上、日常生活動作の保持や獲得等に繋げることができる。トレーニング中はカウントを実施し、数を数えながら、利用者様一人一人に合わせて無理なく実施できる環境を作っている。
また運動だけでなく、認知機能面の低下を脳の活性化を図るトレーニングを同時に取り入れることや、他の利用者ともコミュニケーションを取りやすい環境により、社会的刺激も感じていただくよう対応していく。
半日利用であること。１日利用に抵抗がある方々も自宅からの外出機会のきっかけづくりとご家族の介護負担軽減の仕組みを再度構築させていきたい。
＜今後の運営について＞
地域密着型サービスの意義でもある利用者様が可能な限り自立した日常生活を送ることができるよう運営していく。具体的には、鍼灸マッサージ師（あん摩マッサージ師）、柔道整復師の資格をもった機能訓練指導員とともに、高度な専門性を活用し、新たな運動機能向上施設を運営していく。
地域密着型に移行するにあたり、今まで以上に地域住民の方々や施設周辺の方々に当事業所の存在意義を示すことができればと思う。
　　　　・質疑応答

　　　　　Ｑ１：機能訓練指導員は介護福祉士で良いのか。
　　　　　Ａ１：問題ない。
　　　　　Ｑ２：数年前は利用定員の25名以上であったが、減少した理由は何か。
　　　　　Ａ２：前施設長の話から理由としては、利用者の身体状況の変化であると聞いている。ご自身で運動していく。サービスを受けられる基準が自身が運動できるか否か。
　　　　　Ｑ３：通所介護を廃止し、地域密着型通所介護を開設するという認識で良いか。
　　　　　Ａ３：お見込みのとおり。場所は同じだが、名称・利用定員を変えて地域密着型通所介護事業所として運営していく。
　　　
　　(４)全体を通しての委員からの意見
　　　　　特になし
　
(５)１件の新規申請について
 　　　　委員長：「からふる島田駅前」の新規申請について、承認してよろしいか。
　　　　　　　　　↓

「からふる島田駅前」の新規申請について、承認された。
６　報告事項

　　事業所（きたえるーむ島田）の廃止について

・対馬主事から「廃止届出書」の内容を説明
事業所（デイサービスしろうさぎ）の休止について
・対馬主事から「休止届出書」の内容を説明
７　その他
　　地域密着型サービス施設整備状況について
　　・新間係長から説明
８　閉会
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